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　平成 23 年第４回揖斐川町議会定例会が、６月３日から 10 日までの８日間の会期で開催されました。
　初日に、町長から条例改正案など 11 議案と専決処分事項の承認案件５件が提出され、６案件が報告さ
れました。承認案件５件と 11 議案のうち５議案が同日承認・可決・同意され、６議案の審査は各常任委
員会に付託されました。また、議会が推薦することとされている農業委員会委員４名を全会一致で推薦し
ました。
　７日に健康福祉、８日に総務文教、産業建設の各常任委員会が開催され、付託された議案の審査が行わ
れました。
　９日には一般質問が行われ、４名の議員が町政に関して質問しました。
　最終日の 10 日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、採決が行われました。
　また、この日町長から提出された幼児園建設に関する工事請負契約２議案も審議され、すべての議案が
原案どおり可決されました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

条
例
案
件

●�

揖
斐
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
開

発
事
業
団
に
関
す
る
部
分
が
削
除
さ
れ

ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
留
守
家
庭
児
童
教
室
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
と
さ

れ
て
い
る
利
用
対
象
児
童
の
範
囲
が
、

夏
季
休
業
期
間
中
は
６
年
生
ま
で
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�

老
朽
化
に
よ
り
撤
去
し
た
市
場
町
営
住

宅
に
関
す
る
部
分
が
削
除
さ
れ
ま
し

た
。

予
算
案
件

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算　

●
一
般
会
計

　

補
正
額　
　

３
億
１
９
９
３
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

１
４
０
億
７
４
９
３
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
額　
　

３
２
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

６
億
８
３
７
２
万
２
０
０
０
円

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
額　
　
　

１
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

７
５
５
１
万
８
０
０
０
円

そ
の
他
の
案
件

●
揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　

�

議
会
が
推
薦
す
る
委
員
４
名
に
次
の
方

が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
宗
宮
孝
生
さ
ん　
（
房
島
）

　

・
野
原
定
夫
さ
ん　
（
脛
永
）

　

・
浅
野
義
一
さ
ん　
（
谷
汲
徳
積
）

　

・
土
川
千
惠
美
さ
ん（
上
野
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

�

委
員
２
名
の
増
員
が
法
務
大
臣
に
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
次
の
方

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
町
の
委
員
は
９
名
と
な
り
ま

す
。

　

・
髙
橋
敏
博
さ
ん　
（
小
島
）

　

・
渡
邊
美
千
代
さ
ん（
房
島
）

●
揖
斐
川
町
指
定
金
融
機
関
の
指
定

　

�

10
月
１
日
か
ら
の
指
定
金
融
機
関
に
大

垣
共
立
銀
行
揖
斐
支
店
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

�

防
災
セ
ン
タ
ー
兼
揖
斐
川
町
庁
舎
外
構

造
成（
２
工
区
）工
事

　

変
更
前　

８
７
１
５
万
円

　

変
更
後　

８
８
１
６
万
９
５
５
０
円

●
Ｏ
Ａ
機
器
購
入
契
約
の
締
結

　

契
約
金
額　

５
０
８
万
２
０
０
０
円

●�

番
組
自
動
送
出
シ
ス
テ
ム
更
新
契
約
の

締
結

　

契
約
金
額　

１
５
１
８
万
３
０
０
０
円
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●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

か
す
が
幼
児
園
建
設（
建
築
）工
事

　

契
約
金
額

�
１
億
８
４
６
万
５
０
０
０
円

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

た
に
ぐ
み
幼
児
園
建
設（
建
築
）工
事

　

契
約
金
額

�

１
億
６
３
２
７
万
５
０
０
０
円

承
認
案
件

　

�

専
決
処
分
し
た
事
項
が
報
告
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
３
月
18
日
専
決
処
分
）

　

補
正
額

�

　

１
１
４
３
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　

１
６
０
億
５
９
４
２
万
７
０
０
０
円

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
３
月
31
日
専
決
処
分
）

　

�

財
源
の
振
替
等
に
よ
る
補
正
の
た
め
予

算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
３
月
31
日
専
決
処
分
）

　

�

平
成
23
年
度
分
以
後
の
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
基
礎
賦
課
額
の
限
度
額

50
万
円
が
51
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
賦
課
額
の
限
度
額
13
万
円
が

14
万
円
に
、
介
護
納
付
金
賦
課
額
の
限

度
額
10
万
円
が
12
万
円
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

●�

揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
３
月
31
日
専
決
処
分
）

　

�

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
暫
定

措
置
と
さ
れ
て
い
た
出
産
育
児
一
時
金

の
額
42
万
円
を
継
続
す
る
よ
う
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

�

（
４
月
27
日
専
決
処
分
）

　

�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
納
税
者
に
現
行

の
税
制
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
、
地
方
税
法
が
緊
急
に
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
所
定
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

報
告
案
件

　

�

報
告
案
件
と
し
て
報
告
さ
れ
た
６
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社

事
業
報
告
及
び
決
算
の
報
告

●�

平
成
22
年
度
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業

報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
23
年
度
財

団
法
人
い
び
が
わ
事
業
計
画
及
び
予
算

の
報
告

●�

平
成
22
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

春
日
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成

23
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日

事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算

の
繰
越
明
許
費
の
報
告

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流

域
公
有
地
化
特
別
会
計
予
算
の
繰
越
明

許
費
の
報
告

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会

計
予
算
の
繰
越
額
の
報
告

５
月

　

12
日　

第
６
回
全
員
協
議
会

　

24
日　

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

　

26
日　

�

第
１
回
議
員
定
数
等
検
討
特

別
委
員
会

６
月

　

３
日　

第
４
回
定
例
会　

初
日

　

７
日　

�

第
２
回
健
康
福
祉
常
任
委

員
会

　

８
日　

�

第
２
回
総
務
文
教
常
任
委

員
会

　

８
日　

�

第
２
回
産
業
建
設
常
任
委

員
会

　

９
日　

第
４
回
定
例
会　

２
日
目

　

10
日　

第
４
回
定
例
会　

最
終
日

議
会
活
動
報
告

林
　
幹 

夫 

議
員

地
域
集
会
施
設
の
保
全
に
つ
い
て

　

住
民
の
親
睦
を
図
る
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
地
区
集
会
施
設
は
、
町
が
管
理
す
る

施
設
と
地
区
が
管
理
す
る
施
設
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
町
が
管
理
す
る
施
設
は
、
先
の

議
会
で
指
定
管
理
者
制
度
を
３
年
間
延
長

す
る
手
続
き
を
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
将
来

的
に
は
各
地
区
へ
移
管
し
た
い
と
い
う
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
維
持

管
理
な
ど
の
費
用
一
切
は
地
元
が
負
担
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
移
管
す
る
の
で
は
な

く
共
有
物
件
と
し
て
別
に
管
理
す
る
、
ま

た
は
指
定
管
理
者
制
度
の
継
続
で
対
応
で

き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
地
区

に
移
管
す
る
と
き
に
は
次
の
こ
と
に
配
慮

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

�

・�

移
管
さ
れ
た
集
会
所
の
保
存
登
記
は
、

地
縁
団
体
を
設
け
て
そ
の
名
義
で
登

記
す
る
以
外
に
な
い
た
め
、
地
縁
団
体

議員４名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知らせしま
す。（紙面の都合上、質問および答弁は要約
しています。）
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設
立
事
務
手
続
き
の
指
導
指
針
を
示

さ
れ
た
い
。

�

・�
災
害
時
の
避
難
場
所
に
対
応
で
き
る
設
備

の
充
実
を
図
っ
て
か
ら
移
管
さ
れ
た
い
。

�

・�

消
防
設
備
の
点
検
は
消
防
組
合
で
対
処

さ
れ
る
か
、
町
が
一
括
入
札
を
行
う
な

ど
経
費
節
減
を
図
ら
れ
た
い
。

�

・�

維
持
管
理
費
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
課
税
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
た
い
。

町  

長

　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
の
法
改
正
に
よ
り
、「
直
営
」

か
「
指
定
管
理
」
の
ど
ち
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
地
域
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
指
定
管
理
」
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
有
施
設

に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
類
似
施
設
の
統
廃
合
や
特
定
の
人
し

か
利
用
し
な
い
施
設
の
譲
渡
な
ど
を
「
町

有
施
設
の
管
理
運
営
の
方
向
性
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
特
に
早
期
に
対
応
す
べ
き

施
設
に
つ
い
て
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
集
会
施
設
は
、
揖
斐
川
地
区
行

政
推
進
員
代
表
者
会
議
や
地
域
審
議
会

で
、
地
元
へ
の
移
譲
に
つ
い
て
概
ね
了
解

を
得
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
議
会
全
員
協

議
会
で
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り

で
す
。
町
と
し
て
は
、
施
設
の
移
譲
を
基

本
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
地
縁
団
体
の

認
可
に
つ
い
て
は
、
地
区
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、随
時
必
要
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

各
自
治
会
に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
一
括
し
た
指
導
は
困
難
で
す
が
、

今
後
も
た
た
き
台
を
つ
く
る
な
ど
必
要
な

対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
消
防
設
備
の

点
検
に
つ
い
て
は
、
指
導
す
る
立
場
の
消

防
組
合
自
体
が
行
う
の
は
適
切
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

杉 

本 

一 

義 

議
員

地
震
災
害
に
備
え
て

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
東
海
・
東
南
海
地
震
が
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
こ
の
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
も

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
揖
斐
川
町

は
、
中
央
を
揖
斐
川
が
貫
流
し
、
急
峻
な

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
よ

う
な
地
震
が
発
生
す
る
と
堤
防
の
決
壊
や

河
川
の
せ
き
止
め
、
山
の
大
崩
落
な
ど
想

像
を
絶
す
る
大
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
時
も
早
く
地
域
の
実
情
に

詳
し
い
行
政
推
進
員
さ
ん
と
の
協
議
や
現

地
調
査
を
実
施
し
、
河
川
改
修
や
砂
防
、

治
山
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
も
と
よ

り
、
原
発
災
害
を
含
め
た
避
難
対
策
等
の

ソ
フ
ト
面
も
整
備
し
、
地
震
か
ら
住
民
や

地
域
を
守
る
施
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

災
害
時
に
集
落
が
孤
立
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
各
地
域
間
に
複
数
の
路
線
を
結

ぶ
道
路
整
備
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
砂
防
堰

堤
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
・
岐
阜
県

と
連
携
し
た
情
報
伝
達
体
制
も
確
立
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
避
難
対
策
に
つ
い
て

は
、
避
難
路
の
安
全
を
確
保
し
避
難
誘
導

体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の

整
備
や
備
蓄
倉
庫
の
総
点
検
を
行
い
、
必

要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
原
発
災
害
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
も
分
科
会
委
員
と
し
て
参
加
す
る
「
岐

阜
県
震
災
対
策
検
証
委
員
会
」
に
よ
る
原

発
災
害
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
町
の
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
常
に

思
い
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

杉 

本 

一 

義 

議
員

農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
離
れ
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
が
増
加
す
る
状
況
の
中
、
少
数
で
す
が

農
地
を
借
り
受
け
て
米
作
り
に
意
欲
を
燃

や
す
若
い
力
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
意
気
を
育
む
た
め
に
、
販
路
拡
大
や
農

機
具
購
入
助
成
等
で
手
を
さ
し
の
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
を
生
み
、
農
業
活

力
と
あ
わ
せ
て
地
域
の
景
観
保
全
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

新
規
就
業
者
や
規
模
拡
大
を
目
指
す
農

業
者
、
営
農
組
合
に
は
経
営
体
育
成
支
援

事
業
や
岐
阜
ク
リ
ー
ン
農
業
生
産
支
援
事

業
な
ど
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
営
農
用

機
械
・
施
設
の
導
入
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

に
新
設
さ
れ
た
農
産
物
流
通
課
や
木
曽
三

川
流
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
産
者
と
卸

業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
地
域
外
へ
の

流
通
開
拓
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
は
さ
ら
に
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
複

合
経
営
を
進
め
る
た
め
、
農
業
の
６
次
産

業
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
安
全
安
心
な

農
産
物
の
地
産
地
消
を
基
本
と
し
、
安
定

供
給
で
き
る
生
産
体
制
づ
く
り
や
付
加
価

値
の
高
い
農
産
物
の
販
路
拡
大
が
町
の
農

地
や
農
業
を
守
り
、
豊
か
な
田
園
風
景
を

未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

杉 

本 

一 

義 

議
員

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て

　

新
し
い
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
ト
イ
レ
は
約
30
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
旧
場
所
の
ま
ま
で
す
。
バ
ス
利
用
者
は

高
齢
の
方
が
多
く
、
苦
痛
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
待
合
所
付
近

へ
の
ト
イ
レ
設
置
要
望
の
声
を
聞
い
て
い

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
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町  

長

　

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
含
め
た
旧
名
鉄
本

揖
斐
駅
周
辺
整
備
は
、
平
成
13
年
度
に
周

辺
住
民
の
方
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た

「
本
揖
斐
駅
再
開
発
協
議
会
」
で
協
議
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
国
道
３
０
３
号
の
渋
滞

緩
和
な
ど
地
域
の
課
題
要
望
に
即
し
た
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
公
衆
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
既
設
ト
イ
レ
の
移
転
も
含
め

て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現

存
の
ま
ま
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
り
、
新
た
な
設
置
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
回
提
言
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
再
度

地
元
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

野 

原 

康 

義 

議
員

さ
ざ
れ
石
公
園
に
つ
い
て

　

春
日
の
さ
ざ
れ
石
は
、
昭
和
51
年
３
月

に
旧
春
日
村
の
天
然
記
念
物
に
、
同
年
11

月
に
は
岐
阜
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
皇
居
を
は
じ
め
明
治
神
宮
や
伊
勢
神

宮
へ
約
３
ト
ン
そ
れ
ぞ
れ
献
上
し
て
い
ま

す
。
昭
和
53
年
10
月
27
日
に
は
天
皇
皇
后

両
陛
下
、
皇
太
子
、
美
智
子
妃
殿
下
へ
床

飾
り
用
さ
ざ
れ
石
を
献
上
し
、
春
日
地
区

で
は
こ
の
日
を
「
さ
ざ
れ
石
愛
護
の
日
」

と
定
め
、
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

歌
は
さ
ざ
れ
石
か
ら
詠
ま
れ
、
揖
斐
川
町

が
そ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
は
誇
り
で

あ
り
財
産
で
す
。
町
の
宝
で
あ
る
さ
ざ
れ

石
を
今
以
上
に
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
さ

ざ
れ
石
公
園
を
国
歌
発
祥
の
地
と
し
て
保

存
す
る
一
方
、
交
通
の
便
の
良
好
な
場
所

に
新
さ
ざ
れ
石
公
園
を
整
備
し
、
町
内
外

か
ら
訪
問
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
町
お
こ

し
の
一
環
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

春
日
の
さ
ざ
れ
石
は
、国
歌
「
君
が
代
」

発
祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
認
識
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
さ
ざ
れ
石
愛
護
の
日
に
多
く

の
会
員
に
よ
り
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
現
在
の
公

園
は
、
さ
ざ
れ
石
を
取
り
囲
む
よ
う
に
苔

む
す
巨
石
が
積
ま
れ
て
お
り
、
周
囲
の
情

景
と
重
な
っ
て
歴
史
が
感
じ
ら
れ
、
ま
さ

に
「
君
が
代
」
発
祥
の
地
と
し
て
最
適
地

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
地
は
滑
り

や
す
い
歩
道
で
す
の
で
、
今
年
度
は
手
す

り
を
設
置
し
安
全
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
整
備
費
用
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
、
高
齢
者
の
方
も
駐
車
場
か
ら
車
で
上

れ
る
よ
う
に
道
路
整
備
の
計
画
を
し
て
い

ま
す
。

小 

倉 

昌 

弘 

議
員

文
化
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

　

町
長
は
文
化
会
館
の
建
設
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
は
私
た
ち

議
員
に
も
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
何
人

収
容
で
き
る
規
模
で
予
算
は
ど
の
く
ら
い

必
要
な
の
か
、
現
在
の
施
設
で
は
で
き
な

い
文
化
行
事
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
年
間

何
回
利
用
さ
れ
る
の
か
、
率
直
に
伺
い
ま

す
。
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
は
平
均
す
る

と
１
週
間
に
１
回
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
も
っ
と
利
用
す
る
べ
き
で

す
。
国
で
は
地
方
交
付
税
の
１
割
削
減
が

言
わ
れ
る
一
方
、
町
の
起
債
残
高
は
約

１
７
０
億
円
あ
り
、
こ
れ
の
金
利
が
上
が

る
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
は
財
政
の
こ
と
を
心
配
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が
伺
っ
た
区
長
さ

ん
の
意
見
で
は
、
建
設
賛
成
12
人
、
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
16
人
、
建
設
反
対
24
人

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
文

化
会
館
の
建
設
計
画
は
見
直
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
定

例
議
会
で
調
査
費
の
補
正
予
算
を
認
め
て

い
た
だ
き
、繰
越
事
業
と
し
て
本
年
度「
建

設
計
画
調
査
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
客
席
数
等
の
規
模

や
事
業
費
等
に
つ
い
て
、
２
月
に
立
ち
上

げ
た
、
議
員
・
行
政
推
進
員
・
団
体
関
係

者
等
で
組
織
す
る
「
文
化
会
館
建
設
検
討

委
員
会
」
で
十
分
検
討
い
た
だ
き
、
幅
広

い
意
見
を
伺
い
な
が
ら
議
会
に
諮
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
２
６
名
の

行
政
推
進
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
52

名
が
回
答
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
第

一
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
折

り
に
、
揖
斐
川
地
区
行
政
推
進
員
代
表
者

会
議
や
各
地
域
審
議
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

計
画
に
反
映
し
て
き
た
中
で
、
文
化
会
館

を
建
設
す
る
と
い
う
具
体
的
な
提
言
書
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
レ
ベ
ル
で
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
の
は
、
国
家
公
務
員
給
与
の
１
割

削
減
に
併
せ
、
地
方
公
務
員
給
与
も
同
様

の
削
減
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

交
付
税
総
額
を
１
割
削
減
す
る
か
の
よ
う

な
議
論
は
そ
も
そ
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な

お
か
つ
、
こ
の
こ
と
は
６
月
３
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
に
お
い
て
明
確

に
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21

年
度
末
の
起
債
残
高
は
１
６
６
億
円
余
で

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
固
定
金
利
方

式
」
で
す
の
で
、
こ
の
場
合
、
利
払
い
額

が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
起
債
に
つ
い
て
は
、
約
８

割
の
約
１
３
２
億
円
が
交
付
税
に
算
入
さ

れ
ま
す
の
で
、
実
質
的
な
町
の
負
担
額
は

約
35
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。


